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テレビジz,ン膚号の局故教育城は約4.5hlH玉であり､これをディジタル化

ナると釣100h&ビット/秒の伝送速度となる｡このため出来る限りデーメ丑を

圧轟する高儀串符号化が王事な研究鉄建となりてぃる｡画像の高能率符号化技

術披､ (1)篠本化周波数を低くす去サブナイキスト積木化方式と, (2)面兼あたり

のビ13'ト数を少なくする符号イヒhわゆるDPCM専と旺分けることがで巷る｡

本論文比､尊者が日立発作所中央研究所旺卦いて11年間把わたり行なった画

像信号処理技術把節する研究のうち､サブナイキスト標本化を中心とするデイ

ジク^,膚号の2次元処理把関する研究をまとめたものである｡本論文比つぎの

エうな内容から成ってぃるo

簾1葦では､画像備考の高能率符号化技術の背景､研究の目的を述べ､本論

文の位亜づけを行a:った｡すなわち1.1帝では､画像遺償の発展忙つれて､画

像備考の高能率符号化技術がシステムの経済的実現の上托欠かせなぃものとa:

ってゆく技術的､社会的背景旺つhて述べ､
1.2希で吐画像符号化方式の基礎

的技術の概要を述べ､従来の研究成果をせとめた｡ I.3衝では内外の研究の歴

史的経過と本研究の位溌づけを行なぃ､ 1.▲解で本論文の概要をせとめた｡

第2葦では､カラーテレビジョン備考の周波数スペクトルの解析旺印する研

究成果忙つぃて述べ､第3章以降で述べるサブナイキスト棟木化方式の方式検

討を行なう解析手法を明らか忙したo

2.1飾では､テレビジぎン膚号の帝政数スペクトルに関する従来の発表例と

その開席点を述べ､本論文の立場を述べた｡ 2.2飾で吐､モノクロテレビジョ
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ン膚号を対象として､面健の持つ2次元局政教スペクトルと､これを走査して

律たテレビヅ守ン備考の持つ1次元喝枚数スベタト^,との粥係を明らかVCした｡

特化､テレビジョン膚号旺特有のイン?レース尭査につぃて､その1次元周汝

赦スベタト^,構造を画像の2次元帝枚数スペクトルかエび建査韻の2次元席政

教スペクトルと粥速づけて述べた｡その耗果､テレビジ才ン膚号の1次元スベ

で･

クト･～)P画像の垂直周政教成舟は直流を中心としてフィールド周波数毎のスペ

クトルとなってライン周波数近くせで舟布し､商銀の水平周波数成分はライン

周波数毎のスペクトルとなって帯域薄まで分布してぃる｡そして商銀の斜め成

分は夫々の水平局鼓赦成分(ライン局決裁の登載億)を中心忙フィー^,ド周波

数毎の拝辞スペクトルとなって上下の胡泳者奮形成し､インタレース走査の為

旺,舛摸した永平周波数成分の斜め高粥汝成分は互ぃ托イン31 7)-ブの関係と

なって,フレーム市波教毎の拝凄スペクトル奇形成してぃることを明らかQCし

た｡

2.3帝では､歯車で述べたテレビジョン備考の1次元帝洗赦スペクトルと2

次元帝政鼓スペクトルとの関係を発鼻させることqCエり､ NTSC方式のカラ

ーテレビ.}ぎン備考の色備考を変調してぃる都搬送波市波裁fscの2次元スペ

クト}L,を明らかにした｡すなわち､ 2次元鞘搬送波周妓女の水平周波数成分は

画像の康平方向の繰返周波数の養教備であることを見出したo これにエり､ N

T SO膚号の2次元局決裁スペクトルと1次元周波赦スペクトルとの粛係を明

確に対応づけることができ､従来モギルの持ってぃた矛盾を解決するととがで
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善允｡

2.4希では､ 2次元周政教解析が本論文の方式解析の基礎となってぃること､

及びその具体的応用例として､フィ-ルド遅延せ利用した斬らしぃクt3マイン

バータを凍寒し･,.その特性奮2次元周波赦領域で解析し､従来方式に歓べ特性

が大帝に改善で巷ることを示した｡

2,5帝で比,弟2章のまとめを述べた｡す表わち､本章で展開した2次元周

波数解析手法は後述するサブナイキスト積木化方式の模本化周波数の選定､折

返成分の2次元周波数分布等を考察する基礎を成してぃる.帝旺フィールド間

くし形フィルタの帝位が本解析忙より初めて定圭的に明らか把なり､斬らしぃ

サブナイキスト模本化方式の創案､特性解析の礎を築くことができた0

つぎ旺､サブナイキスト積木化方式につぃての研究成果を具体的托述べる｡

カラーテレビ.}ヨン膚号のサブナイキスト積木化方式には､ (a)輝度償号yと色

膚号Oとを分離してサブナイキスト模泰化するYO分離形と､ (b)NT SO備考

を直接サブナイキスト積木化する方式とがあるo

第3章では､ YC舟♯形サブナイキスト積寒化方式とこれを適用した静止画

健の狭帯域伝送糞便の開発研究忙つぃて述べたo

3.1筋で吐､静止画像の狭帯域伝送のニーズが高まりつつあること専の技術

的背景と本独文の立場を述べた.

3.2節では.カラー静止画健を電宙固畿を用ぃて伝送する際の技術課落と具

体的丑高能率符号化方式につ7/-て検討した.す丑∵bち､電話回線の伝送品質を
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考威すると,高能率符号化方式与しては,カラーテレビジョン膚号をYO分離

してサブナイキースト標本化する方式が自軌条伝送時間､受膚画像晶賓の点から適

してLI,,-ることを明らかにした｡ NTSO備考をYO分離して得た輝度備考q)育

域は約2.SMHEであり､色都銀逮波備考そのものをサブナイキスト寺本化喝

汲裁とすることができる｡ YO分離盲れた色膚号の帯域比釣0.5MH& と狭ぃ

ため､垂直方向の帯域を多少狭くしても再生画質vcはさほど劣化姓感じられ合

ぃo そのため2種類の色差膚号を走査線単位VC交互にfsc/2 で標本化するo

これqCエり色膚号の実効的模本化帝政数を1/2旺正瀬する｡このエうに､輝産

膚号をfsc､色備考をfsc/2で篠本化ナること忙エウ､掠食した実効的積木化

周波数を1.5/sc (約5.4h4H生)とするカラーテレビジョン膚号の篠本化方式

を操業したハ

3.3衝では､上記方式検討船具をもと旺､カラー静止画健伝送装骨の開発設

計賠果を述べたo とく陀､ (I)NTSO備考を先ずん/D変換し,後の備考処理

をすべてディ.}クル回路で実現した全ディジタル構成､(8)ディジタルフィ^,メ

にエるYC分離､ (ii妻)輝度備考のサブナイキスト有本化のためのディ.}クルくし

形フィルタ､ (iv)色膚号のデイジ3?ル額粥､変調回路､ (v)カラーフt/-ム再生国

務､及び､鯛フィールドメモt)の構成専につぃて斬らしぃ備考処理方式､処理

回路構成を操業､設計したo

3.4帝では､試作したカラー静止頑健伝送装置の再生画像品質旺つぃて述べ､

盲らに画像の変化した部分の4-を伝送十ることm:よる準動画像の狭帯域伝送旺
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つぃて述べた｡

3.5帝では､篇3章のせとめを述べた｡すなわち､本章では実効的標本化固政

教を1,5fscとナるYC分離形サブナイキスト積木化方式を凍案し､これを実

現する全ディジタル膚号処理額成を特敬とするカラー静止面健伝送集置を開発

した｡本開発により､画健伝送時間は従来峯患の1/2と半淡でき､より広h

ニーズに適用が可能とa:った｡

集4章では､カラー静止画健のNT SO備考を画質劣化少虎く､効率上く符

号化できるフィールド間サブナイキスト標本化方式の研究成果旺ついて述べた｡

4.1衝では､ NTSO備考を直接サブナイキスト模本化する技術背景と本論

文の立場及び本論文で斬らた忙凍寒したフィールド間サブナイキスト積木化方

式を着想する旺至った経緯を述べたo

4.2帝では､フィールド間サブナイキスト標本化方式の賓と在るフィールド

間くし形フィルタ忙ついて検討紡呆を述べたo NTSC膚号で吐,水平走査闇

期H毎把搬送色備考の壌軽が反転しており､画面上で隣接した走査線となる南

アィ-A,ドの262H前の膚号と姓搬送色備考の奄性は同壌牲であるo従ってこ

′ヽ

の走査港間で標本化位相を180 異ならせ､雨走査線の高周波成分を加算平均

することにより互hに補間すれば､折返雑音を除去することができるo このフ

ィールド間(し形フィルメの特性を第2葦で述べた2次元解析手法により明ら

か托した｡

4.3飾では､具体的なサブナイキスト標本化開放教とその折返成分の影書を
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2次元解析手法QCより検討した｡

4.4節で壮､ NTSO備考を碗搬送波碍枚数の2倍で標本化するフィールド

間サブナイキスト横木化方式旺より得られた再生面健品質について検討し､従

来公表盲れてぃた方式に戟ペ､画質努化が凄めて少なh高品質の再生画像が得

られることを示したo

4.5希では､サブナイキスト篠本化方式の2次元局故数特性を､同心円状パ

ターンから成る2次元局波教掃引備考( zone plate )に上り検射し､従来方式

把歓べ､本論文で凍案したフィールド間サブナイキスト穣本化方式が格段旺優

れた偉性を有してぃることを示した｡

4.6常では､フィールド間サブナイキスト榛東化方式を適用した静止画健表

示用フレームメモT)及び静止画健ファイル装置の開発例につぃて述べた｡

4.7希では､集4葦のずとめを述べた｡す覆わち本章では､ NT8O膚号を

2fscで積木化しする新しぃフィー^,ド間サブナイキスト寄木化方式を凍美し

た｡この方式旺よる再生画像品質は蔑めて高点賓であり､新しい静止画僚機幕

の開発実用化､及び軽済化旺*い旺貢献した｡

第5葦で比､積木化固波数を盲らに低くしたNTS O膚号の直接サブナイキ

スト標本化方式の研究成果につぃて述べた｡

5.1ヰでは､ NTSO膚号を上り億h開銀教(具体的には1.5fsc)でサブ

ナイキスト積木化する技衝的背景と本論文の立場を述べた●

5.2飾では､フィールド内払丑VCエウ折返成分を除去する1.5/scのサブナ
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イキスト標本化方式につぃて､標本化闇夜数､折返成分､帯域内通過特性等を

2次元周波数解析手法により検討したo

513節では,フィールド間処理により折返成分を除去する1.5fscサブナイ

キスト標本化方式を提案し､前章と同様の検討を行なった｡

5.4節では､これらの諸方式につぃて､計算機によりシミュレーションした

実験結果につぃて述べ､前章で提案したフィールド間サブナイキスト標本化方

式の

標本化周波数を1.5fscとした親送帯域が最も広く､折返雑
音による劣化の非常VC少なh高品質の再生画像が得られることを明らかにした｡

5.5節では第5章のまとめを述べたo すなわち､第2葦で述べた2次元周波

数解析手法を駆使することにより､ NT SC信号をl.5fscでサブナイキスト

標本化する各種の方式を提案し､その折返雑音の影響､それを除去ナる2次元

フィルタの設計等の検討を行なったo この新しぃサブナイキスト標本化方式て

は､第3章で述べたYC分離形サブナイキスト標本化方式に戟べ一層良好なカ

ラー画像が再生でき､サブナイキスト標本化の技術をさらに一歩進めることが

できた｡

第6葦では､本論文全体に対するまとめを行なぃ､本研究の主要な成果を要

約した｡


